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　地球温暖化による気候変動の影響のひとつとし
て、台風の被害の増大の懸念が指摘されている1）。
日本でも、2011 年台風 12 号は、観測史上の降水量
記録を大幅に更新した。



























930 hPa よりも低い 915 hPa となる。このケースで
は、名古屋港での潮位偏差は最大 5.6 m となり、伊
勢湾台風の際の観測記録 3.5 m の約 1.6 倍となる。
　2099 年 9 月時点では、IPCC の A1B シナリオに
よれば、大気中の CO2 濃度が 710 ppm でなお濃度
上昇が収束しないとされている。この気候条件で
は、最大級の台風の紀伊半島上陸時の中心気圧は、
50 ケースすべてにおいて 895〜905 hPa となる。こ
の場合、名古屋港の潮位偏差は最大 6.9 m に達する。
同様に中部国際空港の潮位は、温暖化による海面上
昇や満潮位を考慮すると、潮位は現在の平均潮位よ
りも最大 5.2 m 上昇すると予測され、敷地全体が海
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トピックス1 気候変動を前提とする高潮ハザ ドーの予測
図表　気候変動を前提とした 2099 年における中部国際空
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